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一
　
五
圓
と
十
圓

裸
男
著
述
の
爲
に
、
南
郊
に
籠
城
し
て
、
世
間
と
絶
縁
す
る
こ
と
、
幾
ん
ど
半
年
に
及
べ
り
。
其
の
間
、
何
人

に
も
面
會
せ
ざ
り
き
。
や
つ
と
脱
稿
し
て
家
に
歸
れ
ば
、
誰
よ
り
も
先
き
に
、
訪
ひ
來
れ
る
は
、
夜
光
命
と
十

口
坊
と
也
。
つ
も
る
話
を
歩
き
な
が
ら
と
て
、
打
連
れ
て
池
袋
驛
に
い
た
る
。
『
さ
て
何
處
に
か
行
か
む
。
池

上
方
面
に
せ
む
か
』
、
二
人
答
へ
ず
。
『
二
子
方
面
に
せ
む
か
』
、
二
人
答
へ
ず
。
『
八
王
子
方
面
に
せ
む
か

』
、
二
人
答
へ
ず
。
『
大
宮
方
面
に
せ
む
か
』
、
二
人
答
へ
ず
。
『
柴
又
方
面
に
せ
む
か
』
と
云
へ
ば
、
二
人

手
を
拍
つ
て
喜
ぶ
。
諒

め
た
り
〳
〵
、
花
よ
り
も
團
子
、
風
景
よ
り
も
料
理
、
前
年
、
時
も
同
じ
今
頃
、
こ
の

三
人
に
榎
木
小
僧
加
は
り
て
、
柴
又
の
川
甚
の
川
魚
料
理
に
舌
鼓
打
ち
た
り
。
そ
の
味
、
今
も
な
ほ
忘
れ
ざ
る

も
の
と
見
え
た
り
。
當
時
軍
用
金
は
僅
に
五
圓
、
會
計
の
名
人
な
る
榎
木
小
僧
引
受
け
て
、
餘
裕
綽
々
た
り
き
。

今
日
の
軍
用
金
は
十
圓
、
十
口
坊
會
計
の
任
に
當
る
。
『
前
は
四
人
に
て
五
圓
、
今
日
は
三
人
に
て
十
圓
、
如

何
に
無
能
の
十
口
坊
と
て
も
、
支
拂
に
窮
す
る
こ
と
は
無
か
る
べ
し
』
と
云
へ
ば
、
『
言
ふ
に
や
及
ぶ
』
と
、

十
口
坊
氣
張
る
。
『
危
な
い
も
の
な
り
』
と
、
夜
光
命
冷
か
す
。

　
山
手
線
の
電
車
に
乘
り
て
、
上
野
驛
に
下
り
、
市
内
電
車
に
て
本
所
押
上
ま
で
行
き
、
京
成
電
車
に
乘
換
へ

て
柴
又
に
至
る
。
帝
釋
天
を
一
拜
し
、
滾
々
涌
き
出
づ
る
清
水
を
掬
し
、
堂
前
に
横
は
れ
る
松
を
賞
し
、
精
巧

を
極
め
た
る
二
天
門
を
見
上
げ
た
る
が
、
敵
は
本
能
寺
に
在
り
。
直
ち
に
去
つ
て
川
甚
に
至
る
。
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二
　
川
甚
の
川
魚
料
理

初
夏
の
天
、
さ
ま
で
暑
く
も
な
き
に
、
河
童
の
申
し
子
に
や
、
夜
光
命
と
十
口
坊
と
は
、
川
を
見
れ
ば
、
泳
が

ず
に
居
ら
れ
ず
。
水
に
臨
め
る
一
亭
に
通
さ
る
ゝ
よ
り
早
く
、
輜
重
の
任
を
も
打
忘
れ
て
、
水
に
入
る
。
裸
男

ひ
と
り
欄
に
凭
る
。
一
道
の
小
利
根
川
溶
々
と
し
て
流
る
。
國
府
臺
、
下
流
に
鬱
蒼
た
り
。
蘆
荻
風
に
戰
ぎ
て
、

行
々
子
鳴
き
か
は
す
。
大
帆
小
帆
列
を
爲
し
て
上
り
來
た
る
。
水
郷
初
夏
の
風
致
、
人
を
し
て
超
世
の
思
ひ
あ

ら
し
む
。
駄
句
り
て
曰
く
、

九
端
帆
の
風
を
孕
む
や
行
々
子

　
女
中
來
り
て
、
『
お
誂
へ
は
』
と
問
ふ
。
會
計
主
任
は
居
ら
ず
。
呼
び
寄
す
る
も
、
手
間
取
る
次
第
な
り
と

て
、
裸
男
專
斷
に
て
、
鯉
こ
く
、
鯉
の
あ
ら
ひ
、
蒲
燒
、
椀
盛
の
四
品
を
誂
へ
た
り
。
酒
を
早
く
と
言
ひ
お
き

し
が
、
二
人
水
よ
り
上
り
來
り
し
頃
に
は
、
酒
至
る
。
料
理
も
お
ひ
〳
〵
出
づ
。
一
本
、
二
本
、
三
本
、
四
本

に
至
り
て
、
一
同
微
醉
す
。
『
今
一
本
如
何
、
大
藏
大
臣
之
を
許
す
や
否
や
』
と
云
へ
ば
、
十
口
坊
首
打
傾
く
。

『
危
し
危
し
勘
定
し
て
見
よ
』
と
、
夜
光
命
の
言
ふ
ま
ゝ
に
、
勘
定
書
取
寄
せ
た
る
が
、
げ
に
危
か
り
き
。
支

拂
つ
て
仕
舞
へ
ば
、
嚢
中
た
ゞ
電
車
賃
と
國
府
臺
ま
で
の
舟
賃
と
を
餘
す
の
み
。
や
れ
〳
〵
、
夜
光
命
を
し
て

先
見
の
明
を
贏
ち
得
し
め
た
り
。
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三
　
小
岩
不
動
の
星
下
松

〻
佇
立
し
て
、
葛
飾
の
平
田
を
見
渡
し
、
三
里
の
外
、
凌
雲
閣
や
、
數
百
の
煙
突
に
代
表
せ
ら
れ
た
る
東
京
を

望
む
。
臺
に
接
し
て
流
る
ゝ
小
利
根
川
の
上
下
二
三
十
町
の
間
は
、
川
身
を
見
る
。
白
帆
に
な
ほ
其
の
見
え
ざ

る
處
を
も
見
る
。
石
棺
の
露
出
せ
る
處
に
、
里
見
廣
次
の
墓
と
題
す
る
石
塔
を
訪
ひ
、
總
寧
寺
の
境
内
を
過
ぎ
、

右
に
兵
營
、
左
に
練
兵
場
を
見
て
、
國
府
臺
を
下
り
、
市
川
の
村
は
づ
れ
よ
り
市
川
橋
を
渡
り
、
小
岩
驛
よ
り

汽
車
に
乘
り
て
歸
る
こ
と
と
し
け
る
が
、
日
な
ほ
高
け
れ
ば
、
小
利
根
川
の
右
岸
を
下
る
こ
と
凡
そ
十
町
、
善

養
寺
一
名
小
岩
不
動
に
立
寄
り
て
、
星
下
松










を
仰
ぎ
、
影
向
松









を
撫
す
。
前
者
は
凡
そ
三
抱
へ
、
高
く
天

を
衝
き
、
後
者
は
地
上
よ
り
一
二
丈
の
處
を
横
に
擴
が
る
こ
と
、
凡
そ
十
間
四
方
に
及
ぶ
。
二
者
を
合
せ
て
、

松
の
奇
觀
を
窮
め
た
り
。
裸
男
、
幾
度
も
來
り
て
、
こ
の
松
を
見
た
り
。
『
ど
う
だ
、
一
觀
の
價
あ
ら
む
』
と

云
へ
ば
、
い
づ
れ
も
『
然
り
〳
〵
』
と
い
ふ
。
『
抑
〻
星
下
松
と
い
ふ
由
來
は
、
今
よ
り
二
百
四
五
十
年
前
、

星
此
の
松
の
梢
に
下
り
、
光
る
こ
と
連
夜
、
終
に
落
ち
て
石
と
な
れ
る
に
基
づ
く
。
か
く
星
の
下
る
こ
と
は
、

當
時
の
住
持
賢
融
和
尚
の
高
徳
の
致
す
所
な
り
と
石
碑
に
記
さ
れ
た
り
』
と
、
裸
男
先
達
振
つ
て
説
明
す
れ
ば
、

『
昔
は
星
も
馬
鹿
な
り
き
』
と
、
十
口
坊
笑
ふ
。
夜
光
命
も
笑
ふ
、
裸
男
も
笑
ふ
。
一
陣
の
薫
風
、
松
を
ゆ
す

つ
て
、
松
も
亦
笑
ふ
に
似
た
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
五
年
）
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